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種宿同村と原田帯霞画像

嘉永2年に始まった我が国の牛痘接種

は、因伯の地においては原田帯霞・欽哉・

謙堂兄弟、松本元泰、田中春桃、景山大輔、

今井兼文らの努力によって急速に広がって

いった｡安政元年(1854)12月7日、鳥取藩は

在方役所に布令を出し、また村庄屋には｢悪

説に迷い種痘が行き届かないと聞く。決し

てそのようなことはなく、実に自然痘を免

ずることに相違なく、次の者は種痘に熟練

しているので印鑑を渡し回村するので、村

人に疑念なく種痘するように申し諭す」旨

の通知を出している。種痘印鑑は気多郡山

根村神職原田美濃(帯霞)、医師景山大輔､医

師田中春桃、その門弟に出されている。

「右の回村中､村送人足差出し候儀は一切

相成らず、止宿致し候節は旅篭代とも厳重

に受取り候よう」とあって、この種痘回村

は始めは全くの奉仕事業であった。安政3

年には5人の種痘医により、さらに文久元

年(1861)には藩内5地区6グループに分け

て、23人の種痘医集団で行われている。

これらの痘苗確保と種痘医養成に原田家

は多大の努力と経費を要し､家産を傾けた。

その主宰が原田帯霞であった。印鑑状は縦

30.6cm、横1l.lcmの奉書紙で、画像は掛軸

となっていて、ともに鳥取県気高郡青谷町

山根の原田恒夫氏の所蔵のものである。
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